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令
和
元
年
度
も
弓
道
部
は
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
、

東
西
対
抗
の
選
抜
に
は
三
名
の
選
手
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
の
弓
道
部
の
部
員
は
、
三
年
生
以
上
の

人
数
が
少
な
く
、
一
・
二
年
生
が
圧
倒
し
ま
し
た
。
そ
の

和
気
藹
々
ぶ
り
は
、
ご
く
た
ま
に
し
か
出
席
し
な
い
私
で

も
分
か
り
ま
す
。
昨
年
度
は
幾
つ
か
重
要
な
集
合
を
欠
席

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
指
宿
大
会
で
し
た
。
私

は
出
席
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
副
部
長
を
お
願
い
し

て
い
る
高
峯
先
生
が
開
会
式
の
あ
る
土
曜
日
に
都
合
が

つ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
曜
日
に
出
席
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

年
を
経
る
に
つ
れ
て
、
様
々
な
仕
事
を
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
し
て
同
時
に
若
い
時
の
よ
う
に
無
理
も
利
か

な
く
な
り
、
そ
れ
で
も
や
っ
て
し
ま
う
と
後
に
ト
ラ
ブ
ル
、

特
に
健
康
上
の
問
題
を
生
み
出
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
確
実
に
劣
化
し
て
い
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
際
に
一

年
生
を
二
次
会
に
誘
っ
て
、
も
つ
鍋
を
食
べ
る
と
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
嬉
し
い
部
に
し
て
く
れ
た

の
は
、
僅
か
な
人
数
で
ひ
た
す
ら
頑
張
っ
た
学
生
さ
ん
達

で
す
。
卒
業
に
は
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
た
く
、
そ
し

て
、
同
時
に
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
、
と
言
い
た
く

て
も
、
今
年
は
卒
業
式
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
わ
り

に
弓
道
部
は
卒
業
式
当
日
に
恒
例
の
道
場
で
の
記
念
撮

影
を
し
ま
し
た
。
た
っ
た
二
人
の
卒
業
生
で
す
。
で
も
、

後
輩
た
ち
が
暖
か
く
見
送
る
、
心
を
潤
わ
せ
て
く
れ
る
道

場
の
時
間
で
し
た
。 

 

さ
て
、
弓
道
部
は
創
部
六
十
五
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

正
鵠
射
会
・
懇
親
会
に
合
わ
せ
て
、
記
念
事
業
を
や
る
予

定
で
昨
年
か
ら
進
め
て
い
ま
し
た
。
記
念
事
業
は
私
が
部

長
と
し
て
の
最
後
の
も
の
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、

昨
年
十
二
月
、
中
国
か
ら
世
界
的
に
広
ま
っ
た
新
型
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
先
に
も
書
い
た
よ
う
に
卒
業

式
が
中
止
と
な
り
、
私
の
学
科
で
は
卒
業
生
を
集
め
る
こ

と
な
く
、
卒
業
証
書
・
学
位
記
は
郵
送
と
な
り
ま
し
た
。



そ
し
て
入
学
式
も
中
止
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
週

間
ほ
ど
延
期
し
て
、
小
規
模
で
実
施
、
授
業
は
例
年
よ
り

十
日
ほ
ど
遅
ら
せ
て
開
始
、
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、

課
外
活
動
、
旅
行
な
ど
の
自
主
的
行
動
に
つ
い
て
も
自
粛

の
要
請
を
し
て
い
ま
す
。
弓
道
の
試
合
も
既
に
取
り
止
め

に
な
っ
た
も
の
も
含
め
て
、
今
後
も
影
響
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
挨
拶
が
載
る
南
弓
は
色
々
と
学
生
さ
ん
達
が
考

え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
想
い
は
写
真
を
沢
山
載
せ
る
こ

と
、
そ
れ
は
部
だ
け
で
は
な
く
て
、
正
鵠
会
の
方
々
や
、

支
部
の
方
々
か
ら
の
写
真
を
含
め
ま
す
。
し
か
し
写
真
を

載
せ
る
と
印
刷
費
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
掲
載
写
真
は

基
本
白
黒
と
し
た
冊
子
と
し
、
別
に
カ
ラ
ー
写
真
で
組
ん

だ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
弓
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
る
こ
と
を
部
員
達
と
考
え
て
い
ま
す
。
部
長
挨
拶
を
書

く
上
で
、
創
部
六
十
五
周
年
の
射
会
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
へ

の
お
誘
い
を
組
み
込
む
筈
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は
、
皆
様

の
ご
自
宅
に
て
さ
さ
や
か
に
お
祝
い
を
し
て
頂
き
、
是
非

感
染
な
さ
れ
ぬ
よ
う
に
、
と
強
く
願
う
次
第
で
す
。
自
分

を
守
り
、
そ
し
て
人
を
守
る
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し



鹿児島大学学友会弓道部創部 

65 周年 

鹿児島大学学友会弓道部は令和 2 年度で創立 65 周年を迎えます。部

員数が減り、大変な時期もありましたが、そんな時期でも鹿大弓道部

の伝統を継承してくださった先輩方・正鵠会の方々のご支援により現

在では多くの部員を抱えるにぎやかな弓道部となりました。今後とも

ご指導共にご支援の程よろしくお願い致します。 



【定期戦記録】 

第 19 回鹿児島県下大学弓道選手権大会 

平成 31 年 2 月 10 日 （於）鹿児島国際大学弓道場 

男子団体 2 位 混成 B  3 位 鹿児島大学 A 

女子団体 2 位 鹿児島大学 a 

男子個人 2 位 木上  3 位 東 

女子個人 2 位 石橋  3 位 古屋敷 

【３年・本からひとこと】 10 中越えが 1 名だけであり、日頃の練習量の

減少による、射の出来の悪さを思い知る大会であった。 

 

第 66 回宮崎大学 VS 鹿児島大学定期戦 

  令和元年 9 月 3・4 日  (於) 宮崎大学弓道場 

男子団体 優勝 鹿児島大学 B  3 位 鹿児島大学 A 

女子団体 優勝 鹿児島大学 b 

男子個人 優勝 東  2 位 本  4 位 木上  6 位 森本 7 位 早野 

女子個人 2 位 川東  3 位 渕  4 位 知名 

女子最優秀射士賞 川東                

新人賞 森本 知名 



 

【３年・本からひとこと】 男子は団体が優勝と 3 位、個人が 3

位・5 位を除く優勝から 7 位、女子は団体優勝と個人 2～4 位と非

常にレベルの高い定期戦であったと思われる。 

 

第 24 回市内大学弓道大会 

令和元年 9 月 7 日 （於）鹿児島国際大学弓道場 

男子団体 優勝 鹿児島大学 A  3 位 鹿児島大学 B 

女子団体 2 位 鹿児島大学 a  3 位 鹿児島大学 b 

男子個人 ２位 森本 3 位  伊藤(拓) 4 位  早野 5 位  伊藤(央) 

女子個人 優勝 石橋 



【3 年・本からひとこと】宮崎大学 VS 鹿児島大学定期戦と同様良い成績

を得られ、全九に向けて一層精進する大会となった。 

 

鹿児島国際大学定期戦 

令和元年 10 月 6 日 （於）鹿児島国際大学弓道場 

 

男子団体 優勝 鹿児島大学 A  2 位 鹿児島大学 B 

女子団体 2 位 鹿児島大学ｂ 

男子個人 優勝 本 2 位 森本 3 位 伊藤(央) ５位 伊藤(拓) 

女子個人 優勝 石橋  5 位 森永 

個人総合優勝 石橋 

男子最優秀射士賞 本 

女子最優秀射士賞 石橋 

新人賞 森本 

 

【3 年・本からひとこと】成績は良かったが時折低的中が出ており、波が

大きく、九州大会への見直す点の多い定期戦だった。 



【公式戦記録】 

第 59 回南九州学生弓道選手権大会 

平成 31 年 3 月 28・29 日 （於）鹿児島県総合体育センター体育館 

 

 

男子団体 優勝 鹿児島大学 A 

女子個人 優勝 森永 

 

【3 年・本からひとこと】 A チームが優勝し、幸先いいシーズンの始ま

りとなった。B チームは一部リーグに上がれなかったため予選敗退となっ

たが、大会初参加者にもいい経験となったと思われる。 

 

【2 年・石橋からひとこと】 団体戦は良い成績が残せた訳ではなかった

が、個々の課題が見つかり次回の大会での目標もより明確になった。個人

優勝者も輩出した為、男子に劣らず誇らしかった。 

 



第 63 回西日本学生弓道選手権大会 

令和元年 5 月 25・26 日 （於）熊本市総合体育館 

 

 

【3 年・本からひとこと】 総合で 3 平均にも届かず、個人でも成績はな

しと、的中力・射の安定性など反省点の多い大会となった。 

 

【2 年・石橋からひとこと】 予選での初立の弱さが見られ、ここぞとい

う時の的中が出ずに悔しさだけが虚しく残る大会となった。自分の一本は

チームの一本であるということを再確認した。 

男子団体 予選敗退 

女子団体 予選敗退 



第 69 回九州地区大学体育大会(インカレ) 

令和元年 6 月 8・9 日 （於）福岡市民体育館 

 

【3 年・本からひとこと】ほぼ全員が大会で引いた経験の少ないメンバー

で挑んだ大会であったが、リーグ出場を果たした。成績は振るわなかった

が、次に繋ぐ良い大会となった。 

 

【2 年・川東からひとこと】大学の大会に初めて出場する一年生もいる中、

決勝リーグに進出することができた。順位は、6 位だったがそれ以上に各

個人が今後の大会に繋げられる良い経験が得られた。 

男子団体 4 位 

女子団体 6 位 



第 31 回全国大学弓道選抜大会 

令和元年 6 月 29・30 日  

（於）全日本弓道連盟中央道場・明治神宮武道場至誠館弓道場 

 

【3 年・本からひとこと】予選で同中競射となり、5 本詰め切れず敗退と

なったが、皆緊張した中で引くことができたと、個人個人で考え、反省す

る大会となった。 

【2 年・石橋からひとこと】鹿大女子が約 10 年ぶりに出場した選抜では、

会場の独特な雰囲気と予選が一立しかないというプレッシャーに呑まれ

て普段の力が出なかった。どのような会場でも自分の射をやりきることが

大事だと強く感じた。 

男子団体 予選敗退 

女子団体 予選敗退 



第 67 回全日本学生弓道選手権大会 

令和元年 8 月 14・16 日 （於）グリーンアリーナ神戸 

 

【2 年・伊藤（拓）からひとこと】今大会では、満足のいく結果を出すこ

とができなかった。しかし、全国レベルの試合と、射を見ることができ、

とても良い経験になった。来年は、自分たちもその場に立ち、競技できる

よう日々の練習に励んでいきたい。 

【2 年・石橋からひとこと】一立目の弱さを再び痛感した。試合に備えて、

本番でも安定した的中を出すように日頃から意識して練習に励むべきだ

と感じた。 

男子団体 予選敗退 

女子団体 予選敗退 



第 57 回九州学生弓道選手権大会 

令和元年 10 月 29・30・31 日 （於）福岡市総合体育館 

男子団体 3 位 全国大学弓道選抜大会出場権獲得 

女子団体 8 位 

男子個人 10 位 森本 

東西学生弓道対抗試合九州地区代表 森本 石橋 森永 

 

【3 年・本からひとこと】昨年より一つ順位が低く、3 位だった。個人で東

西選手が男子からは 1 名出ており、個人の力が強く表れた大会であった。

今後はチームメンバー全員が的中を伸ばしていってほしい。 

【2 年・石橋からひとこと】予選の滑り出しは良く、初立の弱さは克服し

たかのように思われた。しかし、リーグ戦に入ると競り負ける試合が続き、

なかなか調子は戻らなかった。終盤で巻き返すも残念な結果となってしま

った。チームの課題を克服できるように指宿へとつなげていきたい。 



東西学生弓道対抗試合九州地区代表選手 3 人輩出！！ 

右から：森本 和樹 選手、森永 絢音 選手、石橋 璃沙 選手 

鹿大ホームページにも

掲載されました！ 



第 65 回東西学生弓道選抜対抗試合 

令和元年 11 月 26 日 （於）伊勢神宮弓道場 

 

西軍 森本     優勝 西軍 

 

【1 年・森本からひとこと】伊勢神宮の弓道場という大舞台で全国の上手

な選手達と引いたり、間近で中る射を見たりすることができ、非常に多く

のことを得ることができたと思う。今回の試合を活かしてこれからの試合

に臨む姿勢をより良くできると感じた。 

 

第 43 回女子東西弓道選抜対抗試合 

令和元年 11 月 27 日 （於）伊勢神宮弓道場 

 

西軍 石橋 森永     準優勝 西軍 

 

【2 年・石橋からひとこと】女子が 2 名同時に出場することは滅多にない

ことなので非常に嬉しかった。石橋、森永共に初立から出場することがで

きなかった為、次回以降、東西選手には是非一立目から出場できるように

頑張ってほしい。 



第 55 回九州学生弓道新人戦指宿大会 

令和元年 12 月 7・8 日 （於）指宿市総合体育館 

 

 

【2 年・木上からひとこと】この大会は九州学生弓道選手権大会後初めて

の大会で、3 年生が引退した不安と新しい代に向かって盛り上げていこう

という複雑な気持ちを持った大会だった。結果は団体 6 位で課題の残る結

果となった。春まで時間があるのでしっかりと練習して悔いの残らない結

果を残せるようにしたい。 

 

【2 年・石橋からひとこと】新体制に入ってから初めての試合。個人では

1 名が入賞したものの、団体戦では芳しい成績は残せなかった。この悔し

さを胸に南九、新 1 年生が入部した後の西日へと歩みを進めていきたい。

男子団体 6 位 

女子団体 8 位 

男子個人 3 位 森本 

女子個人 5 位 上城 



 


